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媒介中心性を用いた歩行者の回遊行動に関する検討 
- Walkability 指標の計測へ向けて - 
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1. はじめに 

少子高齢化が進行している現代の日本においては、生涯

を通して健康で生きがいを持って生活を続けていくこと

ができる環境をつくることが求められている。また、都市

機能の維持管理費やエネルギー消費を抑え、都市を効率良

く運営していくために、徒歩や公共交通での移動の利便性

を高めたコンパクトシティの重要性が高まっている。加え

て、情報技術の急速な進展に伴い、外出することなく生活

を営むことが可能になってきていることから都市の賑わ

いの喪失の可能性も指摘されており、自然と足を運びたく

なるような空間づくりが求められている。 

こうした背景がある中で、近年“Walkability”という

概念が注目されている。Walkability は、直訳すると歩き

やすさを表すが、単に歩道が整備されているため歩きやす

いということだけではなく、歩行を促進する要素全般から

成る広義的な概念であるとされている 1)。アメリカにおい

て過度な自動車依存への問題意識から注目され始めた概

念であり、これまでに評価指標や構成要素の検討が行われ

ている 2)3)4)。歩行は最も基本的な身体活動のひとつであり、

徒歩が移動手段の中心となるコンパクトシティや都市の

賑わいにつながる滞留行動とも密接に結びついているこ

とから、日本においても Walkability の重要性は高まって

きている。 

Walkability の構成要素は多岐にわたるが、徒歩圏内で

多様な施設に到達可能であるほど徒歩での生活が営みや

すいという考えに基づく施設・サービスへのアクセス性や

交通の安全性や防犯性が高いほど安心して歩くことがで

きるという考えに基づく歩行者にとっての安全性等が評

価指標として用いられている 5)6)。 

一方で、都市において人々がある地点からある地点へど

のように動きまわるのか、すなわち歩行者の回遊行動につ

いて検討することも、Walkability について考察する上で

重要な要素のひとつであると考えられる。しかし、歩行者

の回遊行動を定量的に評価する手法は充実しておらず、歩

行者の回遊性に注目した Walkability と関連する既存研究

の数も少ない。 

そこで、本研究においては、ネットワーク分析を活用し

て定量的に回遊性の検討を行うことで、Walkability 指標

の計測へ向けた知見を得ることを目的とする。 

 

2. 媒介中心性について 

 本研究においては、歩行者の回遊行動を定量的に検討す

るための分析手法として、ネットワーク中心性指標のひと

つである媒介中心性を用いる。媒介中心性とは、ある点が、

他の2点間を結ぶ最短経路上にあるほど中心性が高いとす

る考え方であり、次のような式で表される。 

 

ここで、 はノード j と k 間の最短経路の数を、  は 

のうちノード i を通過する最短経路の数を表す。 

媒介中心性が高い地点は、他の地点間の最短経路上に位

置している頻度が高いため、比較的立ち寄られやすい地点

であると言える。よって、歩行者の回遊行動が集中しやす

い場所であると考えられる。 

 

3. 分析方法 

 本研究においては、ArcGIS で使用可能なネットワーク

分析ツールである Urban Network Analysis(UNA)7)を活

用した。対象地は、異なる都市構造を比較するため東京都

内の 15 地点において直径 1km の分析範囲をとった。ネッ

トワーク分析の各点からの探索範囲の設定は、徒歩移動圏

とみなせる 400m とした。また、ネットワーク分析を実行

する際にエッジ効果が発生するのを防ぐために、対象地域

の周囲に 500m のバッファーを設けた。 

対象地 建物数

銀座 858

神楽坂 2,591

原宿 1,739

四谷 2,455

東京駅 340

恵比寿駅 1,597

田町駅 759

晴海 1,261

渋谷駅 956

人形町 1,542

白金台 1,303

麻布十番 1,370

新宿駅 685

六本木 919

神田駅 1,444  

図 1：選定した対象地の概要と銀座におけるデータ表示例 
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4. 分析結果 

 算出結果の例を図に示す。異なる都市を比較するにあた

って、経路数の差異に考慮するために媒介中心性の値を正

規化した。 

結果を見てみると、銀座や原宿周辺において媒介中心性

の値が低い建物が集中しているエリアが見られた。これら

の地域は、銀座における碁盤目状のネットワークのように、

建物間の最短経路が集中しにくい道路構造を持っている

ため、このような結果が得られたと考えられる。一方で、

六本木や神田のように媒介中心性の値が高い建物と低い

建物が混在しているエリアも見られる。六本木駅周辺のエ

リアの道路構造は、碁盤目状のネットワーク等と比較して

経路の選択肢が少ないため、最短経路が集中しやすいこと

が影響していると推測される。また、神田駅周辺のエリア

においては、特に高速道路と鉄道に囲まれたエリアにおい

て媒介中心性の値が高い建物が数多く見られることから、

こうした大規模なインフラによって歩行可能な経路が制

限されることから、最短経路が集中しやすくなり、媒介中

心性が高い建物が集中しやすくなっていると考えられる。 

また、地域内の建物ごとの媒介中心性のばらつきが小さ

い場合には経路が集中しやすい建物の数が少なく、歩行者

の回遊行動が地域内の比較的広範囲に面的に広がりやす

いと考えられることから、対象地域内の建物の媒介中心性

の分散を算出した。その結果、主に銀座、原宿、神楽坂等

において分散が低くなったことから、これらの地域におい

ては建物の立ち寄られやすさに大きな差がないと考えら

れるため、面的な回遊性が比較的高いと考えられる。 

さらに、i タウンページを用いて調査した各地域内のシ

ョッピングジャンルの施設数との関係を見てみると、銀座

と新宿、原宿と恵比寿のように同程度の施設数を備えた地

域間においても媒介中心性の分散に差異が認められた。こ

のことから、Walkability を検討する上では対象地域にお

ける徒歩圏での施設の充実度も重要な指標のひとつとな

るが、施設の充実度が同程度の地域であっても回遊性には

差異があることがわかる。 

 

図 2：対象地における媒介中心性の分散と 

ショッピング施設数の関係 

 

図 3：対象地における媒介中心性の算出結果の例 

（探索範囲 400m）

－303－



 

報告 H69   

 

    

    

    

    

図 4：銀座周辺の特定の建物間における媒介中心性の算出結果（探索範囲 400m） 

 

5. 応用的な媒介中心性の分析 

 前章においては、対象地域内の全ての建物間の移動に関

する媒介中心性の算出を行ったが、実際の人々の回遊行動

は、駅等の特定の出発点から目的を持たずに歩き続け、気

が向いた場所へ立ち寄るといった散歩のような行動や、食

料品や衣服を買うという目的のもとで店舗から店舗への

移動を繰り返すといった買い回り行動など、特定・不特定

の出発点・目的地間の移動で成り立っている。そこで、前

章において行った不特定の建物間の移動における媒介中

心性の算出に加えて、出発点や目的地を固定した特定の建
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物間の移動における媒介中心性の算出を行う。 

 前章における分析結果から媒介中心性の分散が低く面

的な回遊性を持つと考えられる銀座周辺を対象地とし、銀

座における商業店舗から商業店舗への買い回りにおける

回遊行動を検討する。商業店舗については、i タウンペー

ジのショッピングのジャンルから、「食料品」「コンビニ・

スーパー・デパート」「生活用品」「靴・かばん・小物」の

4 種類の施設の情報を取得し、建物データに属性を付加し

て媒介中心性の算出を行った。 

 

表 1：銀座周辺における施設ジャンルと施設数 

食料品 73 

コンビニ・スーパー・デパート 90 

生活用品 99 

靴・かばん・小物 126 

 

6. 分析結果 

 食料品施設が目的地となる移動においては、いずれも対

象エリアの東部に位置する松坂屋周辺で値が高くなって

いる。コンビニ・スーパー・デパートが目的地となる移動

においては、コンビニ・スーパー・デパート、生活用品施

設が出発点であるときは対象エリアの中心部に位置する

三越周辺において特に高い値を示しており、靴・かばん・

小物施設が出発点となる移動では、中心部に加えて対象エ

リアの西部に位置する銀座通りとその一本裏の通り沿い

の建物に高い値が集中している。生活用品が目的地となる

移動においては、いずれの出発点においても媒介中心性が

やや分散して分布している。靴・かばん・小物が目的地と

なる移動においては、他の施設が目的地となる移動と比較

して、出発点となる施設によって媒介中心性の分布の差異

が大きい。 

 全体を通して昭和通り以北、西銀座通り以南のエリアに

媒介中心性が高い建物が立地しているが、各ジャンルの施

設間の移動によって媒介中心性の値が高い建物は異なり、

全ジャンル共通して値が高い建物は見られなかった。 

 

7. 総括 

本研究においては、複数の対象地においてネットワーク

中心性のひとつである媒介中心性を算出することで、都市

における歩行者の回遊行動に関する検討を行った。その結

果、銀座のような碁盤目状のネットワークを持つエリア等

においては最短経路が集中しにくいため媒介中心性の値

の分散が低くなっていることがわかった。このようなエリ

アにおいては、経路の選択肢が多く面的な回遊性が高いと

考えられる。 

また、銀座周辺を対象に、建物に施設のジャンルのデー

タを付加し、特定の施設間の媒介中心性を算出することで、

特定の施設間の移動において立ち寄られやすい建物を検

討した。各ジャンル間の移動によって媒介中心性が高くな

る建物は異なり、目的に応じて対象エリア内で多様な経路

が選択されることから、銀座周辺のエリアにおいては、特

定の施設間の移動においても回遊性が比較的高いと考え

られる。 

本研究においては施設のジャンルとして i タウンページ

からショッピングに関するジャンルの属性を建物に付加

し、特定の施設間における媒介中心性の算出を行ったが、

飲食店や病院、学校、その他の公共施設など、実際の都市

に存在する施設のジャンルは多様であるため、今後はこう

したショッピング以外のジャンル間の移動に関する分析

を行う必要がある。加えて、特定のジャンル間で媒介中心

性が高くなる、立ち寄られやすい建物の特徴を明らかにす

ることができれば、対象エリアの回遊性をより詳細に検討

することが可能であると考えられる。また、徒歩移動圏を

400m としてネットワーク分析を行ったが、徒歩圏が指す

範囲は歩行者の年齢等によって非常に多岐にわたること

から、複数の徒歩圏における分析を行うことが望ましい。

自転車や自動車を探索範囲として設定した分析を行うこ

とによって、他の交通手段と比較した場合の徒歩での移動

における回遊行動の特徴を把握することができる可能性

があるため、複数の探索範囲で分析を行うことについても

今後の課題としたい。 
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